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　＜人間の体は飢餓に強く飽食に弱い＞

　朝起きると口臭がする、口の中がネバネバ
する、目ヤニが出る、尿の色が濃い、便がく
さい等の症状はありませんか？　このよう
な症状は体が「病気を発症しないようにしよ
う」として老廃物、毒素が排出している証拠
です。私達の体は食べ物を口にして、水分を
取り、空気を吸って太陽の光を浴びながら常
に一定に維持されています。体の中に入って
きたこれらのもの全てがエネルギーや体の組
織になって完全に使い切ってしまえば何も出
てこないのですが、中にはその燃えカスもあ
ります。それが目ヤニや鼻水、汗や尿、便や
おなら等の老廃物として、体の外に捨てられ
て行くのです。
　これらの老廃物を解毒する役割は主に肝臓
で、血液とともに流れ込んだ毒素はここで処
理されます。ところが肝臓が疲れてくると、
解毒しきれなかった毒素が血液を介して全身
をめぐり、最後の皮膚上で排毒や解毒の老廃
物排泄の作業が行われているのである。
　人間の体の中には、太古の時代から必要な
ものは吸収し、害のあるものは体内で解毒し
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ア
ニ
オ
ン
、
カ
チ
オ
ン
、
両
性
な
ど

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
界
面
活
性
剤

に
は
、
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
乳
化
、
保

湿
、
浸
透
、
殺
菌
な
ど
多
様
な
効
果
が
あ

り
、
化
粧
品
作
り
に
は
欠
か
せ
な
い
材
料

で
す
。
し
か
し
、
中
に
は
肌
に
悪
い
影
響

を
与
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
界
面
活
性
剤
は
、
そ
の
使

用
目
的
に
合
わ
せ
て
配
合
さ
れ
て
い
る
の

で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
浸
透
性
の
高

い
、
い
わ
ゆ
る
「
浸
透
型
化
粧
品
」
と
い

わ
れ
る
化
粧
品
に
配
合
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
当
然
浸
透
力
が
高
く
、
有
効
成
分
と

一
緒
に
肌
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
肌
の
細
胞
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
切
な
免
疫
細
胞
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

な
か
に
は
印
刷
物
の
イ
ン
ク
を
溶
か
す

ほ
ど
強
力
な
界
面
活
性
剤
が
配
合
さ
れ
た

化
粧
品
が
あ
り
、継
続
し
て
使
用
す
る
と
、

肌
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ガ
ン
や

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
誘
引
す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

界
面
活
性
剤
は
原
材
料
に
よ
っ
て
、
天

然
由
来
系
と
石
油
由
来
系
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
そ
の
浸
透
力
も
強
い
も
の
か
ら
弱
い

も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
石
油
由
来
系
の
も

の
は
基
本
的
に
浸
透
力
が
強
く
、
肌
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
石
油
系
の
界
面
活
性
剤
の
入
っ

た
化
粧
品
類
の
使
用
は
、
極
力
使
用
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

石油系の界面活性剤は肌の大敵

3

体の外に排出する機能が備わっています。こ
の働きが衰えたときや食べ過ぎによる内臓の
負担は大きく、いつでもどこでも、欲しいと
きに欲しいだけ食べることのできる状況が、
根っこの部分である根幹の機能を衰えさせて
います。
　なぜなら「人間の体は飢餓に強く飽食に弱
い」仕組みになっているからである。長い歴
史の中で飢餓に何度も遭遇してもそれを克服
する過程で培わされてきた人間の体の仕組み
を見ると、いかに飽食が体に負担を掛けてい
るかが分かります。
　つまり空腹時（低血糖時）には成長ホルモ
ン、アドレナリン（覚醒集中ホルモン）、コ
ルチゾン（ストレス耐性ホルモン）、副腎皮
質ホルモン（抗炎症、鎮痛ホルモン）が分泌
されていることが現代医学では解明されてい
ます。したがって空腹時にはストレスに強く、
どんなに暑くても、寒くても平気で、過酷な
肉体労働にも耐え、長時間の精神の集中にも
耐え、筋肉が柔軟なため転んでも怪我をしに
くく痛みがなくなり、精神的にも落ち着いて
動揺しにくい状態になっています。空腹は精
神的にも肉体的にもストレスから身を守って

するからである。その次は肝臓が受け持って
います。したがって体温が低いということは
血液量の絶対量が少ないということですから、
筋肉の多さと肝臓の大きさは体温の高さに比
例しています。
　体温の高い人は胸周りが大きく上半身が発
達して逆三角形で、腕の筋肉も発達していま
す。西洋人や男性が高体温なのは上半身が発
達しているためで、一方、日本女性に低体温
が多いのは上半身特に腕から胸の筋肉の低下
もひとつの要因である。
　慢性疲労症候群という病気の多くが筋肉を
使わないために低体温となり、疲れやすくな
るから横になる。そうすると筋肉が低下して
ますます立って歩いたりしなくなるという悪
循環また強度のストレスと絶望感で何もする
気力が起きないのも低体温に拍車がかかり、
体力の維持が出来なくなるのである。

くれるのである。

　＜日本女性に多い低体温＞

　現代人の特に日本人女性の
多くが “ からだの冷え ” いわ
ゆる低体温に悩んでいます。
　体内では栄養素の燃焼であ
るエネルギー代謝によって熱
が作り出されています。この
熱の産生は筋肉組織であり、
からだを動かすとポカポカ温
かくなるのも筋肉の細胞内で
エネルギーを作って熱が発生

ネ
イ
ル
、
エ
ス
テ
に
力
コ
ブ

　
　

 　

 

出
展
は
昨
年
超
え
る
143
社

の
と
自
負
し
て

い
る
。
厳
し

い
か
ら
こ
そ
新

し
い
も
の
が
生

ま
れ
る
も
の
で

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
は
そ
の
代

表
だ
。
逆
境
に

こ
そ
進
化
が
あ

る
と
い
う
こ
と

だ
。
美
容
に
あ

っ
て
今
サ
ロ

　

滝
川
（
滝
川
和
秀
社
長
）
が

主
催
す
る
「
タ
キ
ガ
ワ
ト
レ
ー

ド
フ
ェ
ア
２
０
０
９
」
は
９
月

７
日
、
第
１
回
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
全
国

経
営
者
大
会
は
翌
８
日
、東
京
・

高
輪
の
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

東
京
で
開
か
れ
た
。

　

ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
は
午
前

10
時
、
滝
川
晃
一
会
長
、
同

和
秀
社
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
に
先
駆
け

て
滝
川
会
長
が
挨
拶
、
そ
の
中

で
「
今
、
厳
し
い
状
況
の
中
で

み
ん
な
は
何
か
い
い
も
の
は
な

い
か
と
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
れ

が
こ
の
フ
ェ
ア
で
意
義
あ
る
も

ン
に
求
め
ら
れ
る
の
は
ネ
イ
ル

と
エ
ス
テ
。
美
容
サ
ロ
ン
に
は

そ
の
潜
在
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
導
入
し
て
売
上
げ

を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
、
ネ

イ
ル
、
エ
ス
テ
導
入
を
呼
び
か

け
た
。

　

今
年
は
出
展
・
協
賛
メ
ー
カ

ー
は
１
４
３
社
、
参
加
デ
ー
ラ

ー
３
４
０
社
（
７
１
０
人
）
と

出
展
は
昨
年
を
超
え
、
な
ぜ
か

参
加
デ
ー
ラ
ー
は
下
回
る
と
い

う
逆
転
現
象
を
見
せ
た
が
、
参

加
人
数
で
は
大
き
く
伸
ば
し
た

と
い
う
。

　

そ
れ
だ
け
に
展
示
会
場
は
賑

わ
い
を
見
せ
、
各
ブ
ー
ス
で
は

新
製
品
、
新
情
報
の
発
信
に
懸

命
。
老
舗
ア
リ
ミ
ノ
で
は
垢
抜

け
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
人
気

の
「
カ
ラ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
ｉ
」

や
デ
ザ
イ
ン
サ
プ
リ
「
シ
ェ
ル

パ
」な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
滝
川
は
１
室
を
丸
ご
と

エ
ス
テ
と
ネ
イ
ル
関
連
商
品
、

そ
れ
に
エ
ス
テ
学
院
コ
ー
ナ
ー

を
加
え
て
埋
め
る
力
の
入
れ
よ

う
だ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
ネ
イ

ル
と
エ
ス
テ
の
講
座
が
設
け
ら

れ
、
ネ
イ
ル
で
は
滝
川
裕
史
滝

川
専
務
が
「『
ヘ
ア
＆
ネ
イ
ル
』

に
よ
る
サ
ロ
ン
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ネ
イ
ル
に

よ
る
新
業
態
サ
ロ
ン
実
現
を
提

案
し
た
。

　

今
、
ネ
イ
ル
の
市
場
規
模
は

２
千
億
円
に
上
っ
て
い
る
と
い

い
、
年
々
需
要
を
増
や
し
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
美
容
サ
ロ
ン
が

低
迷
し
て
い
る
時
、
ネ
イ
ル
の

導
入
は
売
上
げ
向
上
に
結
び
つ

く
と
し
、
そ
の
た
め
メ
ニ
ュ
ー

導
入
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
導
入

サ
ロ
ン
の
事
例
、
そ
し
て
融
資

制
度
に
ま
で
説
明
し
た
。

「
逆
境
に
進
化
す
る
」
テ
ー
マ

｢

Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ｣

で

滝
川
晃
一
会
長

　

一
方
、
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
全
国
経
営

者
大
会
は
今
年
が
迎
え
て
31

回
目
。
同
ホ
テ
ル
に
３
１
０
人

の
参
加
の
も
と
午
前
９
時
か
ら

ス
タ
ー
ト
。

　

ま
ず
、
高
木
不
二
男
代
表
委

員
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
恒
例

の
滝
川
晃
一
滝
川
会
長
の
基
調

講
演
。
今
年
は
「
逆
境
に
進
化

す
る
」
が
テ
ー
マ
。

　

こ
の
中
で
同
会
長
は
、
昨
年

９
月
に
勃
発
し
た
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
が
世
界
中
に
金
融
混
乱

を
も
た
ら
し
、
大
企
業
を
倒
産

さ
せ
、
大
失
業
時
代
を
招
い
て

い
る
と
の
時
代
背
景
を
掲
げ
、

だ
か
ら
進
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
と
の
考
え
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

だ
か
ら
美
容
業
界
も
深
刻
化

を
強
め
て
い
る
と
し
、
こ
の
中

で
ど
う
対
峙
し
て
い
く
か
を
問

い
か
け
る
。
そ
し
て
美
容
サ
ロ

ン
に
は
美
と
健
康
へ
の
期
待
感

が
高
い
の
だ
か
ら
、
値
下
げ
店

舗
が
増
え
て
い
る
現
状
に
「
技

術
の
安
売
り
は
い
か
が
な
も
の

か
」
と
苦
言
を
呈
し
、
こ
れ
か

ら
は
「
ヘ
ア
＆
ネ
イ
ル
」「
ヘ

ア
＆
エ
ス
テ
」
が
サ
ロ
ン
を
救

う
道
と
の
考
え
を
提
示
す
る
。

　

ネ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
今
、

ネ
イ
ル
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
化
し

て
２
千
億
円
市
場
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
伸
長
率
は
高
い
。
美

容
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど
が
教
え

て
お
り
、
美
容
師
は
み
ん
な
知

識
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
ら

な
い
の
だ
か
ら
サ
ロ
ン
導
入
は

可
能
だ
、
と
い
う
。

　

今
の
難
し
い
時
代
、
つ
ま
り

逆
境
に
あ
っ
て
は
「
進
化
」
が

余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
で
、「
そ

の
進
化
が
明
日
を
生
む
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　

講
演
は
こ
の
他
、
月
尾
嘉

男
東
大
名
誉
教
授
が
「
環
境
問

題
に
挑
戦
す
る
企
業
の
社
会
責

任
」、
中
田
宏
前
横
浜
市
長
が

「
よ
い
国
日
本
を
作
ろ
う
」
と

題
し
て
語
っ
た
。

テープカットする滝川晃一会長㊧と同和秀社長

基
調
講
演
す
る
滝
川
晃
一

会
長
㊤
と
中
田
宏
前
横
浜

市
長
㊧


